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世
紀
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地
方
め
都
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す
る
地
方
的
市
場
の
上
に
更
に

.

全
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の
火
部
分
に
直
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大
市
場
の
形
成
に
向
ふ
强
き
倾
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が
現
は
れ
、
同
世
紀
の
後
半
ょ
ね
0

々
其
勢
を
强
め
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第
十
七
世
組
中
簾
に
は
、
全
.
.英

、棒
の
大
部
分
に
確
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に
其
市
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域
を
擴
火
し
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换
路
に
對
す
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其
位
置
等
で
あ
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。
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シ
ド
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等
に
し
て

"

其
等
の

l
i

州
の
穀

t

は
如
め

？

ン
ド
ン
に 

於
て
消
か
せ
ら
る
る
所
要
穀
吻
の

！<̂

部
成
は
大
部
分
を 

又
後
に
は

K

に
外
國
輸
出

S

穀
物
を
さ
へ
も
充
分
に
供 

給
す
る
の
生
産
力
を
卿
へ
だ
て
之
等
の
詣
州
の
穀
物
生

經

濟

學

譜

播

念

0

社

言

.
1

,

心

.理
學

的

考

察

，

(

下)

上
.

原好

‘

咲
.

六 

,
,
,

丄
ロ

，

/

燃
望
、
滿
足
y
効
用
に
關
す
る
ム
敎
授
の
心
理
學
的 

研
究
の
諸
職
は
略
ぱ
此
に
盡
さ
.て
®
る
が
"

就
中
敎
授 

の
以
て
最
も
重
要
.な
諮
職
ど
し
て
居
る
處
は
、
愁
望
又 

は
効
ル
の
ヵ
學
的
前
進V 」

い
：ふ

®
に
在
る
ご
思
は
れ 

る
。
即
ち
.一
財
货
か
ら
擧
揚
さ
れ
る
効
用
は
"
前
記
の 

如
く
上
向
、
停
，頓
>
下
胸
の
ま
線
の
上
を
推
移
す
る

，

が
" 

そ
の
間
雜
多
、
差
別
、
新
规
等
の
分
裂
作
用
は
必
然
的 

に
意
識
の
新
分
野
を
股
開
し
て
？
依
つ
て
滿
足
の
飽
滿 

や
倦
想
、
衰
退
や
休
止
を
畔
ぐ
が
故
に
、
お
の
，下
向
曲 

線
は
効
用
の
零
を
示
ず1 :

定
謝
に
達
す
る
前
に
方
向
を 

轉
換
し
て
.
再
び
上
向
に
移
る
ざ
い
ふ9

で
あ
る
0

银
.六
眺
，
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し
て
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穀
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耕
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大

’
，耕

作

法

の

改

度

等

に

よ

る

廣 

出
額
め
增
加
を
齋
ら
せ
る
誘
因
は
元
よ
け
ロ
ン

ド
ン
こ 

於
け
る
®
々
增
加
し
行
く
穀
物
需
幾
で
あ
つ
ね
。
又
隙 

路
邀
輸
に
よ
る
穀
物
取
引
は
到
底
長
途
漠
隔
の
地
域
に 

i

日
！る
こV

が
出
来
力
い
：
o一
 

河
.川
海
路
の
便
に
惠
ま
れ
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る
地
の
み
犬
な
'る
市
場
中
心
地

€

な

る

こ
ビ
パgif 

た
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而

も

更

に

對

外

的

贸

换

に

，有
利
な
る
位
置
を
ぃ

：！

む
- 

る 
の
條

伸
は
、BrJstoI

； S
o
u
t
h
a
m
p
t
o
n

を
し
て
全
剧
勺 

穀
物
市
場
の
中
心
地
た
ら
レ
め
ざ
ひ
し
一
の
#
力
な
る 

原
因
で
あ
らM

s
。

之
に
反
し
て 

> 其
等
の
諧
條
ゆ
は
孰 

れ
も

P
ン
ド
ン
を
し
て
同
市
場
の1

火
中
心
地
ね
ら
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織
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め
じ
記
ベ
さ
多
く
の
こW

 0 ;̂

ほ
し 

た
の
は
懒
愧L

L

堪
え
な
い
。
若
し
他
：

H

許
さ
れ
て
别
正
の
時
，
ら̂
得
ぱ 

串
で
も
る〕

‘ 

，ノ

ン

，

然
ら
ぱ
與
び
上
向
す
る
そ
の
®
線
は
ご
う
落
ち
付
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か
。
获
於
て
敎
授
は
進
步
の
幡
狀
線(the 

spiral 

of 

progress 〕

な
る
も
の
を
想
像
し
て
®
る
。
卯
ち
下
向
か 

ら
上
向
に
移
つ
化
効
用
の
曲
線
は
W
び
停
顿
及
下
向
の 

順
路
を
踏
ん
で
！

1!
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上
向
に
轉
ず
る
。
之
れ
が
傅
動
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に
循
環
す
ろ
'と
其
處
に
價
値
の
螺
狀
線
、
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诡
の
蝶
狀 

線

’じ
い
ふ
や
う
な
も
め
が
作
ら
れ
る
い
ふ
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敎
授
め
見
る
處
に
依
ゐ
す
律
®
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循

環

な
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の
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切
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値
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費
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時
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循
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け
つ
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進
す
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も
の
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い
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あ
る
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形
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注

産

の

螺

狀

線

に

就

て

E
-
r
ぐ

；！.

定

の

條

件

の

下

，
 

に
於
け
る
生
産
上
、
資
本
及
勞
働
の
単
位
i
を
漸
次
横 

加
し
て
行
く
.ご
"
そ

の

：
生

齋

の

.
齋

も

す

相

.對
的
.報
酬 

は
？
報
酬
漸
減
の
法
則
に
從
つ
.て
一
足
®
よ
で
は
增
加 

し

て

行

そ

れ

か

ら

比

較

變

化

の

緩

慢

な

若

く

は 

大
體
不
§

狀
熊
を
W
く
S
け
力
：後
、
：報
酬
漸
減
の
法 

則
通
ら
に
假
設
的
な
零
の
離
ま
で
減
少
し
て
行
く
、
之

.
 

れ
倍lb :

し
☆
條
仲
の
下
に
於
け
る
産
業
に
就
て
の
眞
、賞 

で
あ
る
。
處
が
動
的
條
件
の
下
に
於
て
は
、
即
ち
進
步

歡
六
眺

九
9mm ♦

し
た
料
學
的
設
備
又
は
技
術
乃
至
は
：原
料
或
は
動
力
の

新

資

源

の

：
斷

へ

ず

出

，現

す

る

産

業

に

就

て

は

-
-

-
-
-

前

階

梯

に

於

て

一

度

達

せ

ら

れ

た

限

界

を

®

へ
て
W
び 

報

酬

遞

增

の

現

生

す

る

。
但
し
此
向
上
し
た
水 

線
上
に
於
て
も
前
段
同
樣
め
上
向
、
停
頓
、
下
向
の 

過
程
は
繰
ら
返
へ
さ
れ
る
の
で
あ
う
て
、
斯
く
て
此
S 

環

は

永

久

に

上

進

し

行

ぐ

水

平

線

上

に

無

限

に

反

覆

さ 

れ
る
め
で
あ
る
。
蓋

し1

方
に
於
て
人
類
の
天
才
ご
職 

明

ほ

無

盡

.藏

.を
開
く
.も

め

で

れ

る

yj,

共
に
、
..他
方
に 

於
て
您
鎮
ご
價
値
ご
の
進
步
的
膨
K
亦
際
限
を
知
ら
ぬ 

か
..ら
で
め
るJ 

ビ(
ibid., 

p.. 

w
o
t
^
0
^
0

次
で
敎
撥
は
人
口
問
題
に
就
て
同
樣
の
曲
線
を
說
明 

し
て
居
る
.が
、
生
産
の
無
限
的
發
展
を
能
く
立
場
に

於 

て
當
然
マ
ル
サ
ス
流
の
悲
觀
說W

正
反
S
の
見
解
を
取 

る* 」
H

は

.
そ
の
說
を
詳
レ
く
紹
介
す
る
ま
で
も
な
く 

容
易
に
納
得
さ
れ
る

で

あ

ら

ぅ

。

斯
く
て
以
上
の
結
論
に
日
く
、
社
會
的
進
步
の
決
定

要

素

た

る

生

產

技

術

，並

に

生

章

事

業
0
段
階
、
消
費
及 

:

社
會
的S

値
の
規
模
"
，人

口

の

質

及

能

力

は

"

循
環
的 

又

は

撒

動

的

運

動

を

な

し

て

.
"
人

間

生

活

の

規

模

樣

式 

を
仙
展
，せ
し
め
"
永
久
に
商
尙
な
水
平
か
ら
班
に
高
尙
. 

な
水
平
へ
ビ
向
上
し
行
く
の
で
あ
ウ
て
、：
斯
く
て
凡
ゆ 

る

生

♦

進

化

じ

共

通
，；

無

限

に

反®
さ
れ
る
典
型
で
あ 

る
處
の
進
歩
の
螺
狀
線
を
形
成
す
る
の
で
あ
る」
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七

‘
，

-

I
前

囘

か

ら

通

じ

て

以

上

要

す

る

に

限

界

.効

用

說

の

敷 

衍
乃
至
擴
充
で
あ
るV

見

て

大

避

な

：い
ヒ
思
ふ
か
、

此 

部

分

及

物

理

學

的.並
に
生
物
學
研
究
の
，部

分

(

本
誌
第
，
 

十
六
卷
第
ナ
ニ
、
十
二
號
拙
稿
參
照)

は
、
敎
授
に
依
る 

ざ
輕
濟
的
進
化
を
规
定
.す
る
識
條
件
を
現
狂
る
が
ま

. 

>
に
謂
は
，V
平
面
的
に
捕T

來
たICV 

‘て
：解
說
し
た
も
の 

に
他
な
ら
な
い
の
て
あ
つ
て 

>
:未
だ
そ
の
根
本
的
な
原
：
 

歡

カ

カ

浏

何

な

そ

も

の

で

あ

る

，か
に
就

'て
は
.、
.僅Si

じ
.

，じ
ン
ト
を
與
へ
た
だ
け
に
な
ウ
て
居
を
の
で
あ
る
。
叩 

ち
人
間
の
德5

T

感
興
、
要
求
等
要
す
る
に
經
濟
行
爲 

の
動
因
ビ
な
る
諧
般
の
心
理
的
現
象
は
V
單
に
狹
e
に 

‘し
て
理
性
的
な
利r

B

心
.や

個

人

的

な

利

害

权

算

か

ら

の 

み

生

み

旧

さ.れ
る
の
で
は
な
く
て
、
無
意
識
的
本
能
的 

，の

感

情

及

生

物

學

的

人

種

的

の

集

湖

意

識

か

ら

も

生

ず 

る
の
で
あ
つ
て
、
而
か
も
後
者
は
前
者
ょ
り
社
會
進
化 

の
決
定
耍
仲
t
し
て
先
天
的
な
の
で
あ
ろ
を
は
、
敎
授 

が
以
上
，社
會
カ
學
說
の
W

®
に
述
べ
て
居
る
所
で
あ
る 

ミ
、
本
稿
前
岡
の
筋
！
頃
に
記
し
た
如
ぐ
で
あ
る
。
 

，そ
こ
で
，以

下

諸

般

の

本

能

が

經

濟

行

爲

の

根

本

勘

因

：ビ 

し
て
如
：何

な

る

重

要

意

義

を

持

；

CV

か
に
.關

す

る

敎

授0
 

社
.會
心
，®
'的
研
究
の
部
分
を
見
や
ぅ
ざ
想
ふ)

抑

も

經

濟

學

が

.，
如

何

に

し

て

最

小

の

勞

費

を

以

て 

最
大
の
幸
'福
を
得
べ
き
か
を
.研
梵
す
る
こ
ご
に
、
そ
の 

主
服
を
置
く
以
上
は
、
开
は
快
.
•小，快
の
間
に
有
利
な
：\
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盤

十

八

を(

八
五
八)

雜

緣

支

那

S

め
现
狀
じ
就5

第
六
號

念

置
か
：ね

ば

な

ら

ぬ

。
處
が
社
會
心
，理

學

の

最

近

の

進

步 

は 

> 
社

會

的
S

S
墓

硫

€
し

て

の

此

快

樂

主

義

を

根 

底
か
ら
役
へ
し
て
、
を
の
代
-
=
^に
人
.間
が
原
始
的
鎮！

:

次
的
に
.本
有

す

る

幾

多

の

本

能

乃

至

情

緒

が

：、
人

間

社 

會

な

る

機

械

組

織

を

.運

行

せ

し

め

る

普

遍

的

の

動

力

で 

あ

る
こ
す
を

聊

明

し

ね

。

夫
れ
等
幾
多
：の
本
能
の
中
特 

に
l
#
w生
活
上
に
®
要
義
を
有
ジ
も
の
を
摩
げ
る
'.

〜

，
 

群
居
を
：好

む

本

能

、

血
‘族

愛

及

家

庭

生

，活

に
關

す

ネ

本 

能
"
^
1
:
由
主
張
の
本
能
ヶ
，
服

從0
本
能
、
勞
働
及
製
作 

の

本

能

、

腿

迫

及

屈

從

に

對

す

る

反

撥

の

本

能

，？
社
會 

，的

同

情

の

本

能

、.相
互

执

助

，

本

能

"
：
弱

者

擁

識

の

本 

能
等
で
あ
る
。
避
れ
等
詣
糊
の
本
能
の
中
ム
敎
授
が
最 

も

力g
i

し
て

®
る
も
の
.は

相

互

扶

助

の

本

能

で
あ
つ
て 

そ
こ
に
生
す
るS

會

的

協

力

现

象

從

來

の

經

濟

傘 

が
偏
®

じ

て

艰

た

競

爭

現

象

に

地

し

て

で

眞

に

經

濟

學 

の
働
象
さ
し
て
®
大
な
も
の
で
め
る〜

し
て
テ
敎
授
の

.立
ち
、

更

に

そ

の

提

唱

.す

る

n

ム
，
ミ
ユ
ナc=N

ズ
ム
の
精 

駒
亦
莊
に
敬
し
て
居
る
の
で
あ
る
が
本
稿
は
其
處
に
涉 

る
の
除
白
な
く
、

ま

；

^
敎
.授
は
右
：
の
ゆ
特
に
血
族
愛
及 

家

庭

生

活

に

關

す

る

本

能

"
数

働

及

製

作

に

關

す

る

本 

佛
•
.服
從

及

灘

卒

の

本

能

"

社

愈

的

同

情

及

弱

者

擁

護 

に
關
す
る
本
能
失
々
に
M

て

分

'觸

的

の

説

を

な

し

て

居 

る
が
静
細
に
紹
介
す
る
輕
の
、こ
ビ
も
な
い
.。(

完)

支那工業の現狀に就

5
-

5
兀)

及
川
恒
忠

(

四)

登
録H

場
の
資
本
組
織 

…

農
商
部
絲
計
は
工
場
の
資
本
及
び
資
本
組
織
に
就
て 

は
諧
を
缺
如
に
付
し
た
.
^
"此
输
の
調
森
は
本VJ

極
め 

て

旧

難

な

れ

ぱ

な

-
^
。
元

來

各

鬪

の

工

業

絲

計

れ

最

比
較
經
濟
學
乃
至
鄉
土
輕
脾
學
の
某
礎
は
，一

面

之

れ

に

信

ず

可

ら

ざ

る

も
の
は
0

ち
贊
本
の
：疏
W
に
し
て
腐
^

の
時
* H

場
主
.成
は
支
配
人
ば
®
々
の
撒
鎌
を
有
し
" 

往
々
M

相
を
以
て
人
に
示
め
す
を
俾
せ
ざ
る
な
ン
。
.‘資 

本
組
織
に
至
ら
て
は
、
た
，ゾ
錄
せ
る
工
場
の
み
楚
を 

調
査
し
得
へ
し
。
然
か
も
藤
，か
の
農
商
統
計
載
す
る
所

甚

だ

簡

な

れ

ば"
莊
じ『

支
那
の
エ
蒸』

が
轉
錄
し
た
る 

民
國1J

報
度
のH

業

會

社

資

本

組

織

丧

に

.從
ひ
藉
り
て 

4
<
槪

，を

知

る

ど

せ

ん(

表
中
のH

業
は
織
業
を
も 

，包
括
す)

(

料
十
二表

)
：
：

登
錄
工
場
の
資
本
組
織(

民
、
一
一
年)

株

r

腐
元
：以
下

r

巧
元
至
冗
！

:
:

m

な
元
至
十
巧' - 

十
®

至
二
十
廣

五
十
腐
元
至
ぜ
ザ I 

W
弗

元

以

上

，

資

水

額

六 ニ 或
ニ 
一

,
0三
九 

m. 
ニ 0

株

式
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服

i

ハ

八
：
五

， 

ニ
ニ 

ニ
九

二
三

-
-
,

L

七

ニ
六！

ニ
ニ
九
ニ
®
四
."

:プ
0
玉

を

有合

六九

■•* m
：a m 七 m  ]

朱

さ
び

H
九し

-

•

六
0

!
、
ニ
ハ
丑 

七i

<

 
ニ

ニ
、
ニ
九 S. 

冗
五I

i 

W !

五
，
冗
，

—1.1 ■% I

S O

総ニ
冗
八 

!
八
0

 
M 
一

ニ
ー
ん

!

.七-! r
L

五4

ハ
五

四

九

、
八S.
セ

!

六
0

ni

(

さ

.

.全
國H

:

業
の
槪
況
：‘，.

V
:
: 

ニ
さ
ん
。
.表
中
の
製
造
戶
數
はH

揚
及
び
傷
式H

業
を
包 

第

十

二

表

以

前

の

も

の

は

皆

H
-
¥
.

に
服
ね
み
。
芬
に
括
し
て
言
，

a
た
レ
0
全
國
の
職
工
は
約1

千
寓
に
し
て 

辦
.十
二一

表
：

)

を
編
し
て
全
國H

業
の
槪
況
を
示

.
其
ほ5?;

エ

五

分

め

四

を

$

め
、
身
T
.五
分
.の
，
一

を

佔

む

。

、
第
十
八
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